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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ホスファチジルセリンおよび1-アシル-2-リゾホスファチジルセリンのsn-1位の脂肪酸を加水分解するホスホリパーゼです。この分泌タンパク質は、リポソーム中のホスファチジルセリンを加水分解します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年5月]、機能：グリセロリン脂質のsn-1位のエステル結合を加水分解し、2-アシルリゾリン脂質を生成します。リポソーム形態のホスファチジルセリン（PS）および1-アシル-2-リゾホスファチジルセリン（リゾPS）を加水分解するが、トリオレイン、ホスファチジルコリン（PC）、ホスファチジルエタノールアミン（PE）、ホスファチジン酸（PA）、またはホスファチジルイノシトール（PI）は加水分解しない。アイソフォーム2はリゾPSを加水分解するが、PSは加水分解しない。IgE受容体によって活性化された腹腔内肥満細胞におけるリゾPSの加水分解は、ヒスタミン産生を刺激する。,類似性：AB加水分解酵素スーパーファミリーに属する。リパーゼファミリー。,組織特異性：広く発現する。胎盤、前立腺、肝臓で発現する。皮膚、白血球、血小板、結腸、脾臓、肺、筋肉、腎臓では、弱い発現または発現しない。,
	研究分野
	脂質代謝; 代謝; 経路とプロセス; 代謝シグナル伝達経路; 脂質およびリポタンパク質代謝; 加水分解; シグナル伝達経路; 脂質シグナル伝達; 脂質ホスファターゼ; 心血管; 脂質/リポタンパク質
	画像データ
	

	PLA1A抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PLA1Aポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

